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音楽の才能

私はあらゆるジャンルの音楽が好きだ。私
の友人の多くは、私の好みがあまりに多彩で
あることに驚く。ブルーグラスなどのカント
リーミュージック、ゴスペル、ロックンロー
ル、ソウル、クラシックなど、伝統的なもの
から現代的なものまで、種々多様な音楽を聴
く。アメリカ・インディアンの音楽とか、日
本の演歌や民謡などのさまざまな民族音楽の
ファンでもある。

 

一方、音楽を演奏したり創作したりする方
面での才能がまったくないのは、あらゆる音
楽が好きな私にとって残酷な皮肉と言える。
実際、私の血縁者には音楽の才能がある者は
ほとんどいない。
そんな中で、顕著な例外が妹の一人、シェ
リル（Cheryl）だ。父の９人の子供たちの中
で、シェリルだけが音楽に秀でている。なぜ
彼女が例外なのか、私は長い間不思議に思っ
ていた。そこで私は、彼女と音楽との関り、
彼女の人生における音楽の旅についてもっと
知るために彼女から話を聞いてみた。
シェリルは５歳で音楽活動を始めた。姉は
ピアノを習っており、シェリルは姉がやって
いることは全部やりたい、姉よりも上手にや
りたいと思った。彼女は母親からキーボード

への指の置き方を教えてもらい、試行錯誤の
末、比較的短時間で「テキサスの黄色いバラ
（The Yellow Rose of Texas）」を弾けるよう
になった。それ以来、姉が演奏するものは、
競争するように何でも演奏するようになっ
た。
高校に入学したシェリルは、ピアノからパ

ーカッションに転向した。しかし、これは音
楽的には“転向”ではないのだそうだ。シェ
リルは、技術的にピアノは弦楽器と打楽器の
両方に分類されると指摘する。ともあれ、高
校生のシェリルは学校のマーチングバンドで
演奏したかったのだ。ピアノが打楽器に分類
されるとしても、それを持って行進すること
はできない。
高校卒業後、シェリルはインディアナ州マ

ンシー市にあるボール州立大学に入学した。
専攻は音楽演奏だ。マンシー市にある大学キ
ャンパスに到着したとき、彼女はすぐに自分
が音楽専攻生の中で最悪の音楽家の一人であ
ることを自覚し、愕然とした。しかし彼女
は、意気消沈するのではなく、他の学生より
も上達するために猛練習を始めた。その日々
の練習時間はしばしば12時間を超えた。彼女
は２カ月ほどで新入生用の規定の曲目をマス
ターした。さらに次の２カ月で２年生用の曲
目をマスターし、１年生の全学期が終わる頃
には３年生と同じレベルで演奏できるように
なった。
こうした努力の甲斐あって、彼女は最終的

にマンシー交響楽団のオーディションを受
け、見事に合格した。現在、シェリルは、マ
ンシー交響楽団の一員として、パーカッショ
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とができる。救急救命士としての現在の職業
では、患者の心拍数を３拍後に正確に確定す
ることができる。
 

私は現在、米国の特許専門家として働いて
いる。その仕事は面白いが、ほぼ“音のない
世界”である。シェリルが持つ音感や聴力の
鋭さは活きない領域で私がプロとしてやれて
いるということが、シェリルが持ち、私に欠
けている音楽の才能を象徴しているのかもし
れない。
シェリルの兄として、そして音楽愛好家と

して、私は彼女をとても誇りに思うし、多く
の人々を幸せにする瞬間を創り出すことので
きる音楽に人生の多くを捧げていることをと
ても嬉しく思う。

ンを担当している。
 

今のアメリカにはフルタイムのオーケスト
ラが17しかないそうだ。その内、フルタイム
の打楽器奏者は50人ほどであり、それら打楽
器奏者にはそれなりの困難がある。ヴァイオ
リニストは楽器を１つ持てばいいのに対し
て、彼女はたくさんの楽器を持たなければな
らない。打楽器奏者が住む家は、通常より幅
広の出入り口を持つ必要がある。また、これ
らの楽器をすべて移動させるには、特別な保
険をかけたトラックとかトレーラーが必要だ
という。
したがって、他の交響楽団員も同様だが、
打楽器奏者は他にも仕事を見つけなければな
らない。シェリルはクラシックを得意とする
が、それ以外に様々なジャンルのパーカッシ
ョンを演奏する。教会で演奏することもある
し、ソウルの女王アレサ・フランクリンがイ
ンディアナで公演したときに演奏したことも
ある。
それでも十分な収入を得ることは容易では
なく、演奏以外の仕事を見つけなければなら
ないのが現実だ。
シェリルは現在、救急救命士（EMT）と
して働いている。その前は、自動車整備士と
して働いていた。私は彼女に、音楽的なトレ
ーニングがそうした分野で役立っているのか
と尋ねると、彼女は肯定的な答えを返した。
彼女の聴力は非常に鋭く、800rpmでアイド
リングしているV型８気筒のエンジンの１つ
のシリンダーがミスファイアしたら、それを
聴いただけでどのシリンダーかを判断するこ
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